
 

 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

       

          

 
 

軍
国
主
義
教
育
の
強
化 

日
中
戦
争
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、
昭
和
12

年
に
は
国
民
精
神
総
動
員
の
運
動
が
起
こ
り
、

軍
部
の
検
閲
な
ど
に
よ
っ
て
言
論
・
出
版
・
集

会
の
自
由
が
拘
束
さ
れ
、
昭
和
13
年
に
は
国
家

総
動
員
法
、
翌
14
年
に
は
国
民
徴
用
令
が
制
定

さ
れ
、
戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。 

こ
う
し
た
全
体
主
義
的
国
家
体
制
が
推
し
進

め
ら
れ
る
中
で
、
学
校
教
育
も
軍
国
主
義
教
育

が
一
段
と
強
ま
り
、
同
年
５
月
、
天
皇
は
「
青
少

年
学
徒
ニ
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語
」
を
下
賜
し
、
中
学
生

ら
に
戦
時
下
の
責
任
と
自
覚
と
を
求
め
た
。 

 

中
学
校
で
は
、
出
征
兵
士
の
送
迎
・
戦
勝
祈

願
・
詔
書
奉
読
・
時
局
講
演
・
勤
労
奉
仕
な
ど

が
重
要
な
学
校
行
事
と
な
り
、
学
校
教
練
も
内

容
が
強
化
さ
れ
、
実
戦
に
近
い
訓
練
を
行
う
と

い
う
、
学
校
教
育
が
そ
の
ま
ま
軍
事
訓
練
の
場

に
な
っ
て
い
っ
た
。 

土
中
で
も
、
昭
和
16
年
10
月
に
は
「
進
修
報

国
隊
」
が
結
成
さ
れ
、
防
衛
訓
練
の
名
の
下
に

全
生
徒
の
軍
隊
化
が
進
め
ら
れ
た
。 

太
平
洋
戦
争
が
激
化
し
、
戦
況
が
緊
迫
し
た

情
勢
に
あ
っ
た
昭
和
18
年
１
月
、「
中
学
校
令
」

が
公
布
さ
れ
、
教
育
の
目
標
を
「
皇
国
ノ
道
ニ
則

リ
テ
高
等
普
通
教
育
又
ハ
実
業
教
育
ヲ
施
シ
国
民
ノ

錬
成
ヲ
為
ス
」
こ
と
と
定
め
、
す
べ
て
の
学
校
生

活
を
も
っ
て
天
皇
制
擁
護
の
た
め
に
奉
仕
・
献

身
す
る
国
民
の
育
成
を
目
指
し
た
。 

 
 

軍
需
工
場
へ
の
動
員 

戦
局
の
悪
化
に
と
も
な
っ
て
、
軍
隊
へ
の
大

動
員
が
進
み
、
国
内
で
の
労
働
力
不
足
が
深
刻

化
し
て
き
た
の
で
、
昭
和
18
年
６
月
、「
学
徒
戦

時
動
員
体
制
確
立
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ

は
「
学
徒
ヲ
シ
テ
有
事
即
応
ノ
態
勢
タ
ラ
シ
ム
ル
ト

共
ニ
之
ガ
勤
労
動
員
ヲ
強
化
シ
テ
学
徒
尽
忠
ノ
至
誠

ヲ
傾
ケ
其
ノ
総
力
ヲ
戦
力
増
強
ニ
結
集
セ
シ
メ
ン
」

と
し
、
こ
の
中
の
「
有
事
即
応
ノ
態
勢
」
と
は
、

軍
事
能
力
の
増
強
を
図
り
、
直
接
国
土
防
衛
に

協
力
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
体
育
訓
練
、

戦
技
訓
練
、
防
空
訓
練
の
強
化
・
徹
底
を
図
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
目
標
と
さ
れ
た

「
勤
労
動
員
の
強
化
」
は
、
学
生
・
生
徒
を
戦
力

増
強
に
直
接
必
要
な
作
業
に
、
常
時
か
つ
集
中

的
に
動
員
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

あ
の
手
こ
の
手
の
戦
意
高
揚
策 

戦
況
が
日
増
し
に
悪
化
し
て
い
く
中
、
生
徒

達
の
愛
国
心
を
高
め
、
国
に
殉
じ
よ
う
と
す
る

精
神
を
養
う
た
め
に
、
国
家
に
よ
る
思
想
や
教

育
の
統
制
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。 

土
浦
中
学
校
で
も
、
天
皇
へ
の
絶
対
服
従
を

説
く
「
軍
人
勅
諭
」
の
暗
唱
、
集
会
の
場
で
の

奉
誦
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
（
昭
和
19
年
度
、
朝

礼
で
の
勅
諭
奉
誦
は
23
回
に
も
及
ぶ
）。 

 
 

 
 

ま
た
、
軍
人
を
招
聘
し
て
の
講
演
会
も
し
ば

し
ば
催
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
頃
、
国
民
の
戦
意
高
揚
の
た
め
の
映
画

が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
、
土
中
で
も
そ
う
し
た
映

画
鑑
賞
を
、
教
師
引
率
の
も
と
に
何
度
も
実
施

し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
昭
和
18
年
５
月
、
土
浦
中
学
校

で
藤
田
東
湖
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
東
湖
は
尊
王

思
想
の
先
駆
者
で
あ
り
、
水
戸
学
の
中
心
的
人

物
だ
が
、
そ
の
東
湖
の
胸
像
が
中
庭
に
建
て
ら

れ
、
東
湖
を
祭
る
式
と
彼
に
つ
い
て
の
講
話
が

実
施
さ
れ
た
。
目
的
は
皇
国
民
意
識
の
高
揚
を

図
っ
た
も
の
だ
が
、
本
校
独
自
の
催
し
で
は
な

か
っ
た
。「
こ
の
像
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
青

銅
色
に
着
色
さ
れ
て
い
て
ブ
ロ
ン
ズ
像
そ
っ
く

り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
は
学
校
が
自
ら
の

意
志
で
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
県
か
ら
支
給 

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
」
と
元
本
校
教
諭
で
あ
っ 

        た
永
山
正
先
生
は
当
時
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。 

 

こ
の
像
は
、
終
戦
後
進
駐
軍
の
追
求
を
避
け

る
た
め
校
庭
に
穴
を
掘
り
埋
め
ら
れ
た
が
、
そ

の
後
、
い
も
畑
に
な
っ
て
い
た
校
地
を
耕
し
て

い
た
小
使
（
用
務
員
）
さ
ん
に
よ
っ
て
偶
然
掘

り
出
さ
れ
た
。 

ま
た
、
昭
和
19
年
12
月
、
佐
久
良
東
雄
歌
碑

除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
東
雄
は
、
幕
末
期
に
皇

国
思
想
の
普
及
に
努
め
た
国
学
者
で
あ
り
、
万

葉
調
歌
人
で
も
あ
っ
た
人
物
（
八
郷
の
生
ま
れ

で
、
若
い
頃
真
鍋
・
善
応
寺
の
住
職
を
し
て
い

た
）
で
、
彼
の
歌
「
す
め
ら
ぎ
に
つ
か
へ
ま
つ
れ

と
わ
れ
を
う
み
し
わ
が
た
ら
ち
ね
ぞ
た
ふ
と
か
り
け

る
」
の
碑
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
経
緯

に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
先
の
永
山
先

生
に
よ
れ
ば
、「
校
内
に
は
そ
の
よ
う
な
動
き
は

な
か
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
大
政
翼
賛
会
土
浦

支
部
あ
た
り
か
ら
の
働
き
か
け
を
受
け
た
学
校

が
進
修
同
窓
会
に
諮
り
、
決
め
た
も
の
と
思
わ

れ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
武
井
大
助
海
軍

主
計
中
将
（
中
３
回
）
の
揮
毫
に
な
る
東
雄
の

歌
碑
は
建
設
中
の
講
堂
玄
関
前
に
竣
工
し
た
。 

 

こ
れ
も
、
翌
20
年
９
月
に
は
、
超
国
家
主
義

思
想
の
排
除
と
い
う
こ
と
で
土
中
に
埋
め
ら
れ

た
が
、
昭
和
28
年
に
校
庭
か
ら
掘
り
出
さ
れ
、

善
応
寺
境
内
に
再
建
さ
れ
た
。 

東
湖
も
東
雄
も
、
本
校
の
激
動
の
一
時
期
に

特
異
な
形
で
か
か
わ
っ
た
思
想
家
と
し
て
記
憶

に
留
め
て
お
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成２２年５月１４日 

茨城県立土浦第一高等学校 

進修同窓会旧本館活用委員会 

第２４号 

前号で戦中・戦後の土浦中学校の様子を記しましたが,今号もその時期の話題を取り

上げてみたいと思います。旧本館の資料展示室にコンクリート製の裃姿の胸像（左の写

真）があるのをご存じでしょうか。陳列台に「藤田東湖像」との標示があります。本校

の歴史にかかわる文物を展示しているこの部屋になぜ「東湖像」があるのでしょうか。 

太平洋戦争末期,国は国家存亡の危機に際し,中学生まで戦力として動員する体制を

強化しました。若人の戦意を鼓舞し,皇国民として国に殉じる精神を培う目的で,幕末の

尊王攘夷論者をこの時期の中学校に登場させたものと思われます。 

佐久良東雄歌碑 

（善応寺境内） 


